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自
分
の
信
念
で

清
い
一
票
を

現
長

門
市

長
の

任
期

満
了

に
よ

る
選

挙
と

市
議

会
議

員
秋

津
不

二
郎

氏
の

死
亡

に
伴
う
補
欠
選
挙
を
来
る
４
月
2
9

日
に
執
行
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す

市
長
選
挙
は
、
長
門
市
誕
生
以

来
、
今
度
が
三
度
目
で
、
ご
承
知

の
よ
う
に
、
私
達
の
生
活
に
一
番

身
近
な
っ
な
が
り
の
あ
る
選
挙
だ

け
に
、
假
さ
ん
方
の
関
心
も
こ
と

さ
ら
に
深
い
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

長
門
市
選
管
委
で
は
こ
の
選
挙

を
迎
え
る
有
権
者
の
心
が
ま
え
と

し
て
次
の
こ
と
を
守
っ
て
い
た
だ

く
よ
う
望
ん
で
い
ま
す
。

す
ぐ
れ
た
転
補
者
を
的
確
に
選

択
し
、
何
も
の
に
も
制
約
さ
れ

な
い
よ
う
、
自
分
の
信
念
に
従

っ
て
、
尊
い
一
票
を
行
使
す
る

「
公
明
選
挙
」
と
い
う
も
の
は
、

単
な
る
言
葉
で
は
な
く
、

「
力
で
あ
り
、
行
な
い
で
あ
る

」
こ
れ
を
十
分
心
得
て
選
挙
に

の
ぞ
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

こ
の
心
が
ま
え
ど
お
り
に
投
票

す
る
た
め
に
は
、
ど
の
候
補
者
が

、
人
格
、
政
見
な
ど
に
お
い
て
、

す
ぐ
れ
た
者
で
あ
る
か
を
、
正
し

く
判
断
す
る
こ
と
が
必
要
で
、
そ

の
た
め
に
は
、
候
補
者
の
日
常
の

状
態
と
き
め
ら
れ
た
方
法
で
行
な

わ
れ
る
選
挙
運
助
や
そ
の
他
い
ろ

い
ろ
と
研
究
し
て
こ
れ
を
批
判
す

る
こ
と
で
判
断
が
で
き
ま
す
。

従
っ
て
有
権
者
の
方
々
は

「
自
分
の
一
票
が
当
落
を
決
定
し

、
あ
す
か
ら
の
市
政
の
動
向
、
市

民
生
活
の
明
暗
を
左
右
す
る
」
と

い
う
こ
と
を
認
識
し
。
義
理
、
人

情
に
と
ら
わ
れ
ず
、
買
収
や
も
て

な
し
に
乗
ら
ず
。
ま
た
選
挙
法
を

守
ら
ぬ
候
補
者
は
ボ
イ
コ
ッ
ト
す

る
と
い
う
強
い
態
度
で
責
任
あ
る

一
票
を
投
じ
ま
し
よ
う
。

長
門
市
長
選
挙
が

”
花
の
春桜

に
負
け
な
い

よ
い
選
挙
″
　

で
あ
る

よ
う
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
切
望
し

て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
選
挙

権
は
大
丈
夫
？

補
充
選
挙
人
名
簿
作
成

こ
の
補
充
選
挙
人
名
簿
は
長
門

市
長
選
挙
及
び
市
議
会
議
員
補
欠

選
挙
の
た
め
、
基
本
選
挙
人
名
簿

に
も
れ
て
い
る
人
や
、
基
本
選
挙

人
名
簿
作
成
後
に
選
挙
権
を
得
た

人
を
登
録
す
る
名
簿
で
す
。

従
っ
て
こ
の
た
び
の
選
挙
に
使

う
名
簿
は
、
昨
年
九
月
十
五
日
現

在
で
作
っ
た
基
本
選
挙
人
名
簿
（

昭
和
十
六
年
十
二
月
二
十
一
日
ま

で
に
生
れ
、
か
つ
昭
和
三
十
六
年

六
月
十
五
日
以
前
か
ら
引
続
き
長

門
市
に
住
ん
で
い
る
人
が
登
録
さ

れ
て
い
る
）
と
今
か
ら
作
る
補
充

選
挙
人
名
簿
の
二
つ
で
あ
り
ま
す

こ
の
補
充
選
挙
人
名
簿
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
と
、
こ
の
た
び
の
補

充
選
挙
人
名
簿
は
昭
和
三
十
七
年

四
月
十
五
日
現
在
で
作
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
日
本
国
民

で
昭
和
十
七
年
四
月
十
六
日
ま
で

に
生
れ
、
か
つ
昭
和
三
十
七
年
一

月
十
五
日
以
前
か
ら
長
門
市
に
住

ん
で
い
る
人
は
新
し
く
選
挙
権
が

あ
り
ま
す
。

従
っ
て
こ
の
度
新
ら
し
く
選
挙

権
を
得
ら
れ
た
人
、
及
び
基
本
選

挙
人
名
簿
に
何
か
の
都
合
で
登
録

も
れ
の
人
並
び
に
基
本
選
挙
人
名

簿
作
成
後
昭
和
三
十
七
年
一
月
十

五
日
ま
で
に
本
市
に
転
人
さ
れ
た

人
は
こ
の
補
充
選
挙
人
名
簿
の
登

録
申
請
を
し
な
け
れ
ば
投
票
す
る

こ
と
か
で
き
ま
せ
ん
。
右
の
該
当

者
や
該
当
の
お
そ
れ
の
あ
る
方
は

早
急
に
選
挙
管
理
委
員
会
で
確
め

ら
れ
て
登
録
申
請
期
間
中
（
四
月

十
六
日
か
ら
四
月
二
十
日
ま
で
毎

日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五

時
ま
で
）
に
必
ら
ず
登
録
申
請
さ

れ
る
よ
う
ご
住
意
下
さ
い
。

以
上
の
人
で
も

禁
治
産
名
、
禁
こ
以
上
の
刑
に

処
せ
ら
れ
そ
の
執
行
を
終
ら
な
い

者
や
選
挙
犯
罪
に
よ
り
、
執
行
猶

予
中
の
者
は
登
録
で
き
ま
せ
ん
。

（
一
般
犯
罪
に
よ
る
執
行
猶
予
者

は
登
録
で
き
ま
す
。
）

尚
基
本
選
挙
人
名
簿
登
録
者
の

入
場
券
は
四
月
十
五
日
ま
で
に
配

布
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
か
ら
選

挙
権
を
有
し
な
が
ら
入
場
券
の
届

か
な
い
方
は
直
ち
に
選
挙
管
理

委
員
会
で
確
め
て
、
万
一
名
簿

に
登
録
さ
わ
て
い
な
い
場
合
は

補
充
選
挙
人
名
簿
登
録
申
請
の

手
続
き
を
さ
れ
る
よ
う
注
意
し

て
下
さ
い
。

棄
権
ぜ
ず
に

ぜ
ひ
投
票
を

選
挙
人
は
選
挙
の
当
日
み
ず

か
ら
投
票
所
に
行
き
一
票
を
通

じ
て
主
権
者
と
し
て
の
権
利
と

責
任
を
完
う
し
て
い
た
だ
き
た

い
も
の
で
す
。
し
か
し
止
む
を

得
ぬ
所
用
の
た
め
選
挙
の
当
日

投
票
で
き
な
い
人
、
或
は
自
分

で
字
が
書
け
な
い
人
等
が
あ
り

ま
す
か
ら
、
そ
れ
ら
の
方
に
次

の
よ
う
に
特
別
な
便
宜
を
は
か

つ
て
い
ま
す
。

不
在
者
投
票
制
度

①
選
挙
の
当
日
選
挙
人
が
長
門

市
外
で
職
務
ま
た
は
業
務
に

従
事
中
で
あ
る
と
か

②
や
か
を
得
な
い
用
務
ま
た
は

事
故
の
た
め
長
門
市
外
に
旅

行
中
や
滞
在
中
で
あ
る
と
か

対
し

は
鰾
外
と
し
て
ダ

前
に

四
月
十
九
日
か
ら
四

十
八
日
ま
で
毎
日
午
前
八
時

分
か

午
後
五
時
ま
で
）
旅
行

先
だ
ち
た
は
旅
行
先
や
滞
在
地

で
入
院
中
の
選
挙
人
で
あ
れ
ば

指
定

院
内
で
）
そ
れ
ぞ
れ
不
在

者
投
票
が
が
で
き
ま
す
。
尚
こ
の
制

度
の
く
わ
し
い
事
は
選
挙
智
理
委

員
会
に
ご
相
談
下
さ
い
。

代
理
投
票

は
選
挙
人
が
み
ず
か
ら
候

氏
名
を
書
く
の
か
鶇
て
前

パ
Ｊ｛

特
に
身
体
の
障
害
や
文
盲

の
だ

‘
に
昨
分
で
書
く
能
力
切
な

立
会
演
説
会
開
催

４
月
2
5
、
2
6
7
4
地
区
で

私
た
ち
の
代
表
者
で
あ
る
立
派

な
候
補
者
を
選
ぶ
た
め
に
次
の
日

程
で
立
会
演
説
会
を
ご
う
予
定
で

あ
り
ま
す
か
　
　
寄
　
の
会
場
で

ひ
政
見
を

｝一
ま
　
よ
う

四
月
二
十
五

午
’
二
時
か
ら

ご
堽
　
　
会
・ａ

四
月
二
十
　
　

－
八
時
か
ら

心

太

藍

四
月
二
叶
六

午
貧

八
時
か
ら

校
講
之

四
月
二｛

に｛
作

後
二
時
か
ら

’
山
山
学
校
講
堂

て

七
年
四
月
二
十
九
日

に
市
長
選
挙
及
び
市
議
会
議

關
欠
辻
几
日
裡
概
略

‘’（
日
‘
袖
£
選
挙
人
名
簿
調

影
現
在
日

六

’（
月
）
補
允
選
挙
人
名
簿
登

録
申
請
受
理
開
始

九
（

ボ
）
選
挙
期
日
の
告
示

立
候
補
（
推
薦
）
届
出
受
理

ふ
ｐ不

在
者
投
票
の
開
始

一
へ

丁・（
金
）
補
充
選
挙
人
名
簿
登

録
申
請
期
限

二
十
一
　（
土
）
公
営
施
設
使
用
の

個
人
演
説
会
問
始

二
十
二
（
日
）
補
充
選
挙
人
名
簿

縦
覧
異
議
申
立
開
始

二
十
四
（
火
）
補
充
選
挙
人
名
簿

縦
覧
及
び
異
議
申
立
期
限

立
候
補
（
推
薦
）
届
出
期
限

二
十
五
（
水
）
立
会
演
説
会
第
一

日
　
通
農
協
会
館
午
後
二
時

仙
崎
小
学
校
講
堂
午
後
八
時

二
十
六
（
木
）
立
会
演
説
会
第
二

日
　
俵
山
小
学
校
講
堂
午
後

二
時
　
深
川
小
学
校
講
堂
午

後
八
時

二
十
七
（
金
）
補
充
選
挙
人
名
簿

確
定
日

二
十
八
（
土
）
不
在
者
投
票
期
限

二
十
九
（
日
）
投
票
日
　
選
挙
会

（
開
票
午
後
八
時
か
ら
中
央

公
民
館
小
講
堂
）

４
月
９
日
市
内
を

市
広
報
車
が
巡
回

公 明 選 、、

啓発のため

山
口
県
公
明

選
挙
推
進
協
議

会
で
は
、
正
し

い
、
明
る
い
選

挙
を
実
現
す
る

た
め
に
、
県
内

各
地
の
有
権
者

に
啓
発
に
力
を

注
い
で
い
ま
す
が
、
市
長
選
挙
と

市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
を
間
近
に

ひ
か
え
た
長
門
市
で
は
、
き
た
る

四
月
九
日
に
次
の
行
程
で
啓
発
に

巡
回
し
ま
す
。

（
巡
回
日
時
）

四
月
九
日

午
前
　
仙
崎
、
西
、
東
深
川

午
後
　
湯
本
、
渋
木
、
俵
山

（
啓
発
要
領
）

市
広
報
車
に
よ
る
流
し
放
送

要
所
で
チ
ラ
シ
、
風
船
を
配
布

公
明
選
挙
ク
イ
ズ

長
門
市
長
選
挙
及
市
議
会
議
員

補
欠
選
挙
を
き
れ
い
な
選
挙
に
す

る
た
め
の
一
環
と
し
て
次
の
要
領

で
ク
イ
ズ
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
方
法

１
用
紙
は
官
製
（
ガ
キ
に
○
印
の

箇
所
だ
け
を
上
か
ら
順
に
書
く

こ
と
尚
応
募
者
の
住
所
、。氏
名

職
業
を
は
つ
き
り
記
入
す
る
事

２
応
募
資
格
は
本
市
に
居
住
す
る

者
に
限
る

３
締
切
　
四
月
三
十
日
（
三
十
日

消
印
有
効
）
ま
で
に
市
選
挙
管

理
委
員
会
宛
郵
送
の
こ
と

４
賞
品
　
正
解
者
十
名
に
対
し
て

は
粗
品
を
贈
呈
し
ま
す

（
な
お
、
正
解
多
数
の
場
合

は
抽
せ
ん
の
上
決
定
す
る
）

四
月
二
十
九
日
は
○
○
○
○
選

挙
と
長
門
市
○
○
○
○
補
欠
選
挙

の
○
○
○
で
す

○
る
い
○
み
よ
い
○
土
を
き
づ

く
た
め
に
は
先
づ
○
わ
○
な
選
挙

で
　
い
○
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で

す
○
し
い
つ
○
を
す
る
に
は
○
搦

○
の
一
入
一
入
が
政
治
に
○
心
を

も
ち
○
治
を
正
確
ド
○
断
す
る
力

と
○
判
力
を
も
っ
て
更
に
政
治
は

○
分
○
身
の
も
の
だ
と
い
う
○
覚

を
深
め
る
こ
と
が
必
要
で
す

3
7年
度
予
算
等
可
決

2
8
日
に
お
わ
る

市 議 会 だ よ り

さ
る
３
月
1
6日
か

ら
開
会
し
て
い
た
長

門
市
議
会
（
三
月
定

例
）
は
、
3
7年
度
予

算
（
一
般
特
別
両
会

計
）
火
災
予
防
条
例

な
ど
に
、
最
終
日
の

2
8日
市
長
か
ら
提
出

し
た
交
通
安
全
都
市

宣
言
な
ど
を
原
案
ど
か
り
可
決
、

長
門
市
交
通
船
事
業
条
例
は
一
部

修
正
可
決
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ

た
市
議
会
議
員
の
定
数
（
三
〇
名

）
城
少
に
関
す
る
条
例
は
否
決
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
提
出
さ
れ
た
議
案
は
全
部

で
5
5件
で
そ
の
お
も
な
も
の
は
、

先
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

本
号
は
交
通
船
事
業
条
例
の
一
部

修
正
可
決
さ
れ
た
料
金
表
と
上
水

道
料
金
表
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
以
下
二
面
に
続
く
）

種　　別単位　通仙崎間通大日比間大日比仙崎間　備　　考
大　　　　 人　 片 道1人　　40 円　　　　20 円　　　　20 円
小　　　　 人　仝 上　　　　20　　　　　10　　　　　10　　 満6歳 －12 才 ま で

通 学 定 期 券　　１ヵ 月　　　200　　　　 亅20　　　　110　　 中 学 生 は半 額 とす る通 勤 定 期券　　 仝 上　　　800　　　　400　　　　400
普 通 定 期 券　　 仝上　　1, 000　　　　500　　　　500
団　　　 体　　 片 道30 人 以 上　 （ 普通 料 金 の7割 ）　　　　　i l Ml l M ぱ2J al l 体 は

自　転　 車　　 片道1台　　45　　　　　25　　　　25　　 ‘
荷 積 車　 仝 上 ’ 　60　　 ゛35　　　35
大口 貨 物　　　 片 道1個　　50　　　　　30　　　　　30　　1 個20≒ 以 上 の貨 物
小 口 貨 物　　　 仝 」二　　　　30　　　　　20　　　　　20　　1 個4≒ －20 ≒ まで

一
、
通
仙
崎
航
路

長門市水道事業給水条例の一部変更　　 深川、仙崎地区

基 本料 金（1ヵ 月 に つ き）　 超 過 料金1 立 方
種　 別　　 用　 遑　　　　　 水量　　 料 金　　 メ ー ト ル に つ き　　 附　　　 記

家 事用　10 立方 メ ート.ル　250 円　　　25 円
営 業 用（ 第1種 ）　20　　500　　　　　30　　　　 ，

営 業 用（ 第2種 ）100　2, 500　　　　　25

官 公 署　会 社 用　20　　500　　　　　25 ‘

専 用 栓　 洗 湯 用　　　　100　1, 500　　　　16

大 口 需 用 用　　　500　11, 000　　500 立 方 メ ート ル以 上1, 000
まで20 円1, 000以 上15 円

娯 楽 用　　　　　10　　600　　　　　60

船 舶 用　　　　　　1　　　50　　　　　50　　 販売 者に つ い ては1立
方 メ ー ト ル に つ き40 円

特 別 用　　　　　　10　　500　　　　　50
連 合 専用 栓 家 Ｓ 用　1 世帯 に つ き10　250　　　　25

共 用 栓　 家 事 用　1世 帯 犀つ き7　170　　　　25

消 火 栓　　 消 火 栓　 演 習 の 場 合1回5分 以 内 毎 に 口 径50 ミ リ未 満200 円
口 径50 ミ リ以 上500 円

公 窿口 陌種 別　　　 料 金

I S mm 以 ‾ド　　　40 円
20　 〃　　　　　60
25　 〃　　　　　80
30　 〃　　　　　　　110
40　 〃　　　　　　　150
50　 〃　　　　　　　300
75　 〃　　　　　　　500

100　 〃　　　　　800
150　 〃　　　　1, 300

量
水
器
使
用
料
一
ヵ
月
に
つ
き

山口県公明選挙推進協議会

事
前
運
動

戸
別
訪
問

は
で
き
ま
せ
ん



長　門　市　広　報 昭和３７年４月５日

交
通
安
全
都
市
を
宣
言

最
近
各
地
で
交
通
安
全
都
市
の

宣
言
φ
し
て
い
冱
す
が
、
長
門
市

で
も
、
さ
る
三
月
定
例
市
議
会
で

交
通
安
全
都
市
と
し
て
宜
言
す
る

こ
と
に
き
ま
り
ま
し
た
。

な
お
、
宣
言
文
は
次
の
と
お
り

長
門
市
は
「
観
光
と
水
産
」
の
街

と
し
て
発
展
の
途
上
に
あ
る
新
生

の
都
市
で
あ
る
。
従
っ
て
近
時
著

し
い
観
光
客
の
住
来
並
び
に
水
産

業
を
中
心
と
す
る
Ｅ
関
連
商
工
業
の

他
地
区
と
の
交
流
或
い
は
市
民
生

活
水
準
の
向
上
等
に
伴
う
交
通
量

は
飛
齠
的
な
増
大
を
来
た
し
で
お

り
、
こ
れ
に
刔
す
る
交
通
環
境
諸

施
設

り
整
備
に
つ
い
て
は
各
分
野

に
於
て
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
お

る
が
尚
今
後
に
お
口
る
課
題
と
な

る
も
の
が
多
い
。

こ
応
現
状
に
お
い
て
市
内
に
お

け
ろ
交
通
事
故
は
他
都
巾
に
比
し

件
数
は
僅
少
と
は
云
い
乍
ら
遂
年

増
高
の
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
真
に

菎
慮
に
耐
え
な
い
。
も
と
よ
り
交

通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
の
環
境

諸
施
設
の
整
備
促
進
は
急
務
で
あ

る
が
。
本
市
に
於
て
は
む
し
ろ
進

ん
で
市
民
各
自
の
自
覚
に
よ
り
交

通
安
全
の
協
力
態
勢
を
も
っ
て
運

動
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
確

信
す
る
。

本
市
は
交
通
事
故
絶
滅
を
期
し

市
戚
の
交
龕
の
安
全
と
道
徳
秩
序

を
確
保
し
、
明
る
く
住
み
こ
い
都

市
建
設
を
決
意
し
。
こ
こ
に
長
門

市
を
交
通
安
全
都
市
と
す
る
こ
と

を
宣
言
す
る

昭
和
Ξ
十
七
年
三
月
二
十
八
日

長
　
門
　
市

3
7年
度
農
山
漁
村
住

宅
建
設
資
金
を
貸
付

（
対
象
）

１
　
農
林
漁
業
を
主
な
職
業
と
す

る
者

２
　
住
生
活
の
改
善
に
十
分
理
解

の
あ
る
者

３
　
個
人
住
宅
申
込
の
資
格
の
あ

る
者

（
条
件
）

建
築
規
模
　
住
宅
部
分
の
床
面
積

三
〇
１
一
〇
〇
平
方
米

（
申
込
期
日
）
四
月
十

日
ま
で

（
そ
の
他
）

く
わ
し
い
事
は
市
建
設
課
に
お
問

い
合
せ
下
さ
い
。
。

四
月
一
日
か
ら

市
民
課
窓
口
係
を
設
置

み
な
さ
ん
に
関
係
の
あ
る
事
務

は
ほ
と
ん
ど
こ
の
係
で

長
門
市
役
所
で
は
、
昨
年
か
ら

全
職
員
か
市
民
の
み
な
さ
ん
へ
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
と
、
市
役
所
内
の

事
務
を
合
理
的
に
能
率
を
あ
げ
る

た
め
に
、
職
員
研
修
や
事
務
内
容

の
分
桝
等
を
杓
な
い
改
善
で
き
る

も
の
を
改
鬢
じ
、
市
役
所
の
経
営

を
合
理
化
し
よ
う
と
、
強
い
意
欲

を
も
や
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
四

月
一
日
か
ら
次
０
二
点
を
改
善
の

第
一
歩
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

①
　
市
民
の
み
な
さ
ん
に
最
も
関

係
の
深
い
市
民
課
の
機
構
を
一

部
変
え
、
市
役
所
仮
庁
舎
（
中

央
公
民
館
大
講
堂
）
玄
関
入
口

の
正
面
に
窓
口
係
を
新
ら
し
く

設
け
ま
し
た
。

こ
の
窓
口
係
は

酊
民
か
ら
いり
仟
ｆ
受
付
け
て

処
理
し
、
Ｇ
匚
の
方
に
対
し
。

い
ま
ま
で
の
よ
う
に
各
係
毎
に

手
続
き
を
す
る
面
倒
を
は
ぶ
き

ま
し
た
。
こ
の
係
で
取
扱
う
事

務
は

ア
、
住
民
の
万
々
の
転
出
入
、

死
亡
、
出
生
等
の
異
動

イ
、
戸
籍
関
係
　
住
民
登
録
関

係
ウ
、
国
民
健
康
保
険
、
国
民
年

金
エ
、
衛
生
関
係
な
ど

直
接
住
民
に
も
つ
と
も
関
係
の

深
い
手
続
き
を
取
扱
い
ま
す
。

な
お
、
各
支
所
に
お
い
て
も

本
庁
に
準
じ
た
処
理
を
し
ま
す

ま
た
、
住
民
に
み
な
さ
ん
に

は
次
の
こ
と
を
必
ず
守
り
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

・
　
人
員
の
増
減
を
と
６
な
う

異
動
手
続
き
を
さ
れ
る
場
合

は
、
い
ま
ま
で
ど
お
り
、
事

前
に
住
居
の
属
す
る
区
の
区

長
事
務
所
え
届
け
出
て
、
区

長
の
証
明
書
こ
そ
の
他
関
係

書
類
（
主
食
購
入
通
帳
、
転

出
証
明
書
な
ど
）
か
あ
る
場

合
に
は
そ
れ
を
そ
え
て
。
市

役
所
叉
は
各
支
所
に
お
い
で

下
さ
る
よ
う
、
お
願
い
し
ま

す

⑦
、
次
は
市
役
所
内
部
事
務
の
能

率
を
あ
げ
る
た
め
、
一
部
を
機

械
化
し
、
集
中
処
理
さ
せ
る
、

計
算
作
票
機
を
使
用
し
ま
す
。

こ
の
機
械
を
使
用
す
る
と
、

住
民
の
万
々
に
対
す
る
市
税
関

係
、
国
民
健
康
保
険
関
係
等
の

徴
税
令
書
や
納
付
書
の
様
式
が

一
部
涙
わ
り
、
ま
た
、
そ
の
宛

名
が
、
い
ま
ま
で
の
手
書
き
（

叉
は
宛
名
印
刷
機
）
拡
よ
る
漢

宇
を
使
用
せ
す
ヽ
す
べ
て
カ
夕

カ
ナ
を
使
川
１
る
こ
ＸＣ
に
な
り

ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
早
速
四
月
以

降
に
茲
出
す
市
か
ら
が
徴
税
令

書
や
納
付
書
等
の
宛
名
が
カ
タ

カ
ナ
に
支
わ
り
、。当
初
は
、
名

（
兼
）
市
民
税
係
長

重
広
和
美
（
賦
課
係
長
）

〃
　
市
民
税
係

山
田
　
城
男
（
賦
課
係

同
　
中
村
勝
美
（
同
）

同
　
宮
野
　
敦
（
同
）

総
務
課
企
両
統
計
係

秋
枝
喜
久
雄
（
総
務
課
）

税
務
課
管
理
係
長

坂
倉
良
昌
（
兼
税
務
課
長

）

〃
　
　
管
理
係

五
島
寛
　
（
賦
課
係
）

同
福
浪
和
子
（
同
）

税
務
課
固
定
資
産
税
係
長

同
　
村
田
克
彦
　
（
同
）

同
　
藤
本
三
雄
　
（
同
）

同
　
本
田
忠
男
　
（
同
）

同
　
溝
部
　
博
　
（
同
）

税
務
課
徴
収
係

佐
伯
敬
昭
　
（
保
険
係
）

市
民
課
窓
口
係
長

藤
永
岩
雄
（
保
険
係
長
）

〃
　
窓
口
係

阪
本
美
沙
子
（
市
民
係
）

同
　
中
村
隆
子
（
給
付
係
）

（
兼
）
国
民
健
康
保
険
係
長

見
嶋
達
三
（
市
民
課
長
補

佐
給
付
係
長
）

国
民
健
康
保
険
係

大
浜
正
則
　

（
給
付
係
）

同
　

早
川
　

栄
　

（
　
同
　

）

同
　

要
若
政
仁
　

（
保
険
係
）

同
　

上
田
正
善
　

（
　
同
　

）

同
　

新
山
博
志
　

（
　
同
　

）

（
兼
）
企
業
課
会
計
係
長

安
藤
利
一

（
企
業
課
長

補
佐
兼
水
道
係
長
）

企
業
課
企
業
係

吉
富
信
男
　

（
徴
収
係
）

企
業
課
会
計
係

山
根
武
志
　

（
企
業
係
）

新
規
採
用
予
定
者

内
山
淳
子
（
総
務
課
）

ｆ
　
　
伊
達
邦
子
（
同
）

津
田
　

智
（
税
務
課
）

中
尾
正
勝
（
　
同
　

）

笹
原
明
美
（
企
業
課
）

末
広
　
香
（
同
）

南
野
安
慧
（
農
委
事
務
局
）

若者のつどい楽しい青年学級日程決 る
・開設課目と日割表

昼夜別　月　　 火　　 水　　 木　　 金　　士
昼　　　　洋裁　 和裁　 洋裁　 茶華道
夜　和裁　洋裁　茶華道　洋藹　 和裁

農業青年学級　　　 毎月１回
商業青年学級

｝　　　　　
午匯７時30分－10時

山岳科 （山びこ会） 毎月10日, 25日午後７時30分－９時
演劇科（いつか会）毎月5 , 10, 15, 20. 25, 30日午後７時洳分－i O時
絵画科（チャーチル会）毎月2, 4水曜日午後７時30分－10時

音楽科（市民合唱団）　毎週金曜日　　午後7BS3Q分－10時
・開講式　　４月14日（土）の昼間部は午前10時から

夜間部は午後７時30分から実施歃しますので申込者は御出席 下さいます棣御案内致します。　　　　　　　犬1
◇ 備考　ただいま追加申込みを受付けていますから希望者は早急

にお問い合わせ下さい。　　　　　　　　　　　　`

話し合いの広場　婦人学級和裁洋裁茶華道
受 講 者 募一集

婦 人 会 と 公 民 館 の 共 催 で 々家 族 の着 物 は お 母 さ ん の 手 で 〃

を モッ ト ーに ３年 前 か ら洋 裁 を 昨 年 か ら 和 裁 を 取 り あ げ 、

受 講 者 か ら大 変 よ ろ こ ぱ れ 、 そ の 致 は 年 々増 加致 し て お り

ま す 。 今 年 は 新 たに 〃 家 庭 に う る おい を 々 を目 指 し て 茶 華

道 科 も追 力L致 し まし た。

講 師 陣 も充 実 し て お り、 能力 に応 じ た学 習; ｡‥ 出 来 る よ う配

慮 さ れ て お りま す 。 ど う ぞ 、あ な たの た め の 婦 人学 級 を 御
利 用 下 さい 。

募　集　科　目
科　目　　講　　　　師　　実施回数　時　　　間　募集入員
和裁　　　堀　　カツ　　週１日　　前９時　午後４時　30名
洋裁　　　岡田　初枝　週１日　　前9j . 一午後４時　30名
茶華道　　近藤　イト　週I  L，　函] ９時一午後４時　30名

備考　　①受講料はいりませんが材料費は自己負担です。
②市内の婦人会員でしたら、誰でも受講できます。
③希望者は４月10日までに中央公民館え

固
定
資
産
税
課
税

台
帳
の
縦
覧
は

４
月
１
日
ー
2
0
日
ま
で

固
定
資
産
税
の
課
税
台
帳
は
関

係
者
の
縦
覧
に
供
す
る
こ
と
に
法

律
淤
祭

ら
れ
て
い
ま
す
・

自
分
の
固
定
資
産
が
適
正
な
評

価
が
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
、

確
か
め
て
お
き
ま
し
よ
う
。

縦
覧
の
期
間
は

四
月
一
日
か
ら

四
月
二
十
日
ま
で

真
の
場
所
は

長
門
市
役
所
税
務
課

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
（
市
役
所
税
務
課
内

）
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と

な
お
、
審
査
請
求
が
あ
っ
て
も
、

す
で
に
決
定
さ
れ
て
い
る
税
金
は

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
（
審
査
請
求
で
異
議
の

申
立
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
、
過

納
分
に
つ
い
て
は
、
還
付
ま
气
は

次
の
納
付
の
場
合
に
調
整
す
る
）

湯
本
温
泉
ボ
ー
リ

ン
グ
工
事
続
く

豊
富
な
大
寧

寺
横
の
泉
源

最
近
の
観
光
ム
ー
ド
の
波
に
の

つ
て
市
内
湯
本
、
俵
山
温
泉
も
観

光
客
が
激
増
し
、
な
か
で
も
、
湯

本
温
泉
は
大
旅
館
の
建
築
、
改
築

が
あ
い
つ
ぎ
、
現
在
の
温
泉
源
で

は
不
足
す
る
状
態
で
、
市
で
は
以

前
か
ら
九
大
、
松
下
教
授
に
依
頼

し
て
他
の
温
泉
源
を
求
め
調
査
し

て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
十
二
月
に

第
一
号
地
（
大
寧
寺
横
、
小
松
旅

館
上
）
を
ボ
ー
リ
ン
グ
し
て
い
ま

し
に
が
、
こ
の
ほ
ど
、
深
さ
一
二

三
メ
ー
ト
ル
で
、
二
五
度
の
温
泉

が
毎
分
四
三
七
リ
ッ
ト
ル
で
豊
富

な
温
泉
が
湧
く
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

こ
の
温
泉
は
、
現
在
七
ヵ
所
の

泉
源
地
を
あ
わ
せ
た
量
毎
分
四
二

九
リ
ッ
ト
ル
を
上
廻
る
量
で
あ
り

ま
す
。

市
で
は
目
下
、
第
二
号
地
（
原

田
旅
館
下
の
市
有
地
）
に
ボ
ー
リ

ン
グ
エ
事
を
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

第
８
回
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

４
月
1
5日
に
花
尾
山
え

長
門
山
び
こ
会
で
は
、
市
民
ハ

イ
キ
ン
グ
を
次
の
要
領
で
実
施
し

ま
寸
。

（
と
き
）
四
月
十
五
日
（
日
）
小

雨
決
行
、
渋
木
駅
に
午
前
８

時
3
0分
ま
で
集
合
の
こ
と

（
コ

ー
ス
）
国
体
登
山
コ
ー
ス

花
尾
山

（
申
込
み
）
４
月
1
0
日
ま
で
に
中

央
公
民
館
内
、
長
門
山
び
こ

会
事
務
局
に
住
所
、
氏
名
、

年
令
を
申
込
む
こ
と
。

な
お
、
【
花
尾
山
】
は
明
年
開
か

れ
る
第
1
8
回
山
口
国
体
登
山
競
技

の
コ
ー
ス
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

3
7年
２
級
建
築
士

受
試
験
付
け
は
じ
ま
る

（
申
込
受
付
期
間
）

４
月
1
0
日
ー
４
月
2
5
日
ま
で

（
試
験
日
時
）

６
月
1
6
日
ー
６
月
1
7
日
ま
で

（
試
験
場
所
）

山
口
市
糸
米

山
口
高
等
学
校

（
そ
の
他
）

申
込
受
付
用
紙
ま
た
は
く
わ
し

い
事
は
市
役
所
建
築
係
に
お
た
ず

ね
下
さ
い
。

香
典
返
し

湯
本
　
　
　
　
　

中
村
雪
了

正
明
市
五
区
　
　
長
　
　
弘

仙
崎
祗
園
町
　
　
林
禎
一
郎

湯
本
　
　
　
　
　
網
戸
政
介

藤
中
　
　
　
　
　

杉
山
ス
ミ
子

上
ノ
原
　
　
　
　

田
村
節
子

湊
中
央
区
　
　
　
長
谷
川
亀
一

正
明
市
二
区
　
　
岡
本
　
恒

板
持
三
区
　
　
　

伊
達
英
治

俵
山
木
津
　
　
　

池
永
利
一

正
明
市
三
区
　
　
末
永
康
吉

下
関
市
　
　
　
　

小
林
栄
太
郎

藤
中
　
　
　
　
　

山
下
七
蔵

寄

附

金

緑
ヶ
丘
　
　
　
　

岡
藤
寿
雄

湊
東
区
　
　
　
　
阿
部
正
子

広
島
県
　
　
　
　

大
原
　

悟

仙
崎
白
方
三
区
　
中
野
モ
ミ
子

以
上
い
ず
れ
も
長
門
市
社
会
福

祉
協
議
会
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

中
国
三
県
ね
ず
み
く
じ

当
せ
ん
番
号
発
表

特
賞
（
テ
レ
ビ
又
は
電
気
冷
蔵
庫
）

電
気
洗
濯
機

各
組
共
　
二
一
〇
五
一
一

二
等
（
自
動
炊
飯
器
）．

各
組
共
　
一
一
〇
四
八
四

匸
一
七
五
七
Ｃ

三
等
　
螢
光
ス
タ
ン
ド
）

各
叺

（

Ｉ
ハ
〇
九
七
六

一
〇
〇
八
七
〇

一
一
六
七
一
一

四
等
（
電
球
六
〇
Ｗ
）
下
三
桁

五
四
二
、
二
一
三
、
一
六
〇
、

六
九
七
、
二
二
一

一
面
よ
り
続
き

長
門
市
交
通
船
事
業
条
例
の
一
部

改
正

二
、
仙
崎
、
青
海
島
航
路

（
改
正
分
の
み
）

普
通
定
期
券
　
一
ヵ
月
二
四
〇
円

回
数
券
　
　
五
〇
回
分
三
五
〇
円

（
但
し
島
三
部
落
の
方
々
に
は
特

別
学
扱
い
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
か
ら
企
業
課
仙
崎
支
所

又
は
区
長
に
御
相
談
下
さ
い
）

（
註
）
交
通
船
の
料
金
改
正
は
海

運
局
の
許
可
の
日
を
も
っ
て
改
正

す
る
予
定
で
す
。

秋
津
市
議
逝
去

今
年
二
月
か

ら
東
京
都
立
広

尾
病
阮
に
入
院

療
養
中
で
あ
つ

た
市
議
会
議
員
、
秋
津
不
二
郎
氏

（
旧
仙
崎
町
長
）
は
さ
る
四
月
三

日
午
前
四
時
ご
ろ
永
眠
さ
れ
ま
し

た
。な

お
、
葬
儀
の
日
は
未
定
。

よ
く
選
べ

泣
く
も
笑
ら
も

ま
る
四
年

う
つ
か
り

選
ぶ
な

し
つ
か
り
選
べ
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